
知床半島のツツジ科植物の検索図譜
～葉で見分ける高山植物～

渡辺 修

〒004札 幌 市 厚 別 区青 葉 町4丁Ell-30

はじめに
一般に植物 を同定するときには、花や果実を

用いることが多 く、ほとん どの図鑑が花の形態

を中心 とした検索表を掲載 している。 しか し、

これ らの検索表の表現の多 くは 「子房上位、胎

座は明 らかに2裂 し、その表面全体に胚珠がつ

く・・・… 」 といったもので、①専 門用語が多 く

分か りにくい②実体顕微鏡等 を使用する必要が

あ り、その場での同定が困難である③ 同定可能

な時期が開花期に限られる、等の問題点がある。

これに対して葉の形状 による種の検索方法は、

①分類学的に妥当とは限 らない②個体問 ・個体

内での変化が大 きい、等の難点がある ものの、

①素人で も検索 しやすい②野外で も採集せず に

同定可能である③非繁殖個体や非開花期の個体

で も同定できる、といった利点がある。この場合、

既存の図鑑では写真 と形態についての記述を用

いて検索することになるが、写真の多 くは花 に

焦点を当てているため葉の形態は分か りにくい。

また葉についての記述 も 「狭長楕 円形で基部 は

くさび形、波状の浅い鋸歯があ り、長 さ2～5

cm… ・」 といった もので、種間の比較 に一苦労

することが多い。

この 「葉で見分 ける高山植物検索図譜」は、

この ような状況を踏 まえて、葉の形態をイラス

トを見ながら検索で きるようにした ものである。

近年植物の観察会や植物画の制作などが盛ん に

なっているが、イラス トを用いた検索 図におい

て系統だったものは思ったよ りも少ない。本州

産の植物については阿部(1988)の 労作があるが、

対象が1400種 と膨大でやや見通 しが悪 くなってい

る感がある。純粋 に葉のみで検索するのはか え

って分か りにくくなる面 もあ り、全体の形状や

ハ ビタッ トなどである程度分割す る必要がある

ものと思われる。そのため今回の検索図譜では、

対象を登山などにおいて 目にすることの多いツ

ツジ科 ・イ ワウメ科 ・ガ ンコウラン科の植物28

種にしぼ り、花や果実の形態の差 も含めて比較

できるようにした。

ツツジ科の特徴

北海道の山岳地域においては様々な植物が見

られ るが、ツツジ科はその中で も種数 ・量 とも

に多 く、高山帯の群落を中心的に構成す る科の
一つである。

この科の植物の一般的特徴 としては、全て木

本であること、単葉で互生す ること、両性花を

つけ花弁は5枚 が多いことなどが挙げられる(山

崎,1981)。 花は漏斗形のものから壷形 ・鐘形な

ど変化が きわめて大 きいが、昆虫を受粉媒介者

としていることが多い。その美 しさから園芸植

物 として品種改良もよく行なわれている。

分布は低地か ら高山帯 まで幅広 いが、特に酸

性土壌や乾燥 した環境 に強 く、高 山帯で も特 に

ピースの主要構成種であることが知られている。

また雪渓周辺の湿った凹地形(雪 田)に おいて

はツガザクラ類が群落を形成する。一方、エゾ

クロウスゴ ・コヨウラクツツジなどのように亜

高 山帯 に分布 し登 山道沿いなどで よく見 られる

種 も多い。

葉は、常緑の もの と落葉(夏 緑)の ものがあ

るが、高山域の低温 ・乾燥 といった環境に対応

するために、クチクラ層が発達する(コ ケモモ ・

ガ ンコウランなど)、 裏側に巻いて気孔が風に

さらされるのを防ぐ(シ ャクナゲ類 ・イ ソツツ

ジなど)、 小型化 して針状 ・鱗片状になる(ツ

ガザクラ類 ・イワヒゲな ど)と いった特徴を持

つ ものが多い(柴 田,1985)。

山崎(1981・1989)で は、日本全体で108種50

変種が、北海道内では41種 が記載されている。
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知床半島のツツジ科植物

知床半 島の斜 里岳か ら知床岳 までの山岳部は

標高1200m～1500m位 であるが、それに対して森

林限界が1000m弱 であるため、ハイマツ帯の幅は

平均470mと 道内でもっとも広い(伊 藤,1987)。

ツツジ科植物は、知床半島全体では27種 と6番

目の種数が記録 されている科で あるが、その全

てが亜高山帯から高山帯にかけて分布 し、特に

ハイマツ帯以上では最 も種数が多い科である(表

1)。 知床 においては、広い高山帯に対応 して

分布 している種であるといえる。(図1)

群落別に見 ると、ハイマツ群落でほとんどの

種が出現する他、雪田のツガザクラ群落や風衝

地群落では小型の種が群落の優占種 となってい

る(表2)。 また湿原 において も多 くの種が出

現 しているが、湿潤な雪 田群落で はほ とんど見

られない。

表1知 床半島の植物の科別構成(上 位10科)

が あ る)。

次 に 各 群 の 検 索 図 に 移 り、 上 か ら順 に 線 を た

ど っ て い き 、 分 岐 で は ど ち ら に 該 当 す る の か を

判 断 して 一 番 下 の 種 名 の と こ ろ まで い く よ う に

な っ て い る 。 最 下 段 の 葉 の イ ラ ス トは 実 物 大 の

もの で あ る 。 基 本 的 に 葉 の み で 判 別 で き る よ う

に な っ て い る が 、n群 に 関 し て は 葉 で の 判 別 が

困 難 な 部 分 もあ る た め 、 一 部 花 に よ る 検 索 と な

っ て い る 。 ま た 花 の 形 態 や 生 育 地 ・分 布 等 に つ

いて は一 覧 表 に ま とめ て あ るの で 、 それ も比 較 ・

参 照 しな が ら検 索 して い た だ きた い 。

な お 、 表 中 の 葉 の 大 き さ ・国 内 分 布 ・植 物 高

に つ い て は 、 各 種 の 図 鑑(山 崎,1981;山 崎,

1989;清 水,1982;梅 沢,1986)に 従 っ て い る 。

また 和 名 ・学 名 ・分 布 型 に つ い て は清 水(1982)

に 従 っ た 。
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検索の行ない方

検索 図ではツツジ科に加えて、葉の形態が似

てお り似たような生育環境で見 られ るイワウメ

科1種 とガンコウラン科1種 を入れ、計3科17

属の28種 について紹介 してある(表4)。 これ

は知床半島で記載されている種全てである。道

内ではその他 にも低木種(コ メヅツジ ・エゾム

ラサキツツジなど)が い くつか見 られるが、他

の山系で も十分検索は可能であろう。

検索図は葉の形(楕 円形か針形か)と 樹形(ク

ッション状の矯小低木か小低木か)で 大まかに

1群～皿群の3群 に分けてある。したがってまず、

表3に よってどの群 に所属するのか当た りをつ

ける(検 索 しやすいように、各群に重複 した種

おわ りに

今回の検索図譜は、野外でのスケ ッチを基に

しなが ら全 く独 自に作成 した ものであ り、系統

的な分類に従っているわけではない。記述に妥

当性を欠く部分や誤 りが見られる可能性もあるが、

今後随時訂正を行なっていくことに したい。 ま

た他の科への拡張も進めていきたいと考えている。
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表2知 床半島高山帯 ・亜高山帯におけるツツジ科植物の群落別分布

低木 草原 雪田 風衝 岩礫地 湿原
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表3群 の分類

群 樹形(高 さ) 葉の形(葉 の大きさ) 生育地

1.

長楕円～円形(4cm以 下)

<∈>e>

ハイマッ林

風衝地
湿原

∬.

矢委小 低 木(20cm以 下)

一 針 状(2cm以 下)

一 拳
風衝地
雪田

〃 。

低 木(30～150cm)

豊
長 楕 円 ～ 円形(4～10cm)

亜高山帯の林内
ハイマッ林

a)亜 高山帯の林内(オ オバスノキ)

c)風 衝 地(ミ ネ ズ オ ウ)

図1

b)ハ イ マ ツ 林(ガ ン コ ウ ラ ン)

d)雪 田(コ エ ゾ ツ ガ ザ ク ラ)

ツ ツ ジ 科 植 物 の生 育 地
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《1群 の一覧表》

種 名 属 名

「一 一一一葉 一一一 一 花一 実

植物高 常/落 長さ 幅 光沢 厚み 形状 色 数 形状 生育地 分布型(国 内分布)

1.キ バ ナ シ ャ ク ナ ゲ ・… 肋ododθ ηゴroη10-30cm

2.ヒ メ シ ャ ク ナ ゲ …

3.コ ケ モ モ

4.コ メ バ ツガ ザ ク ラ ・

5.ミ ネ ズ オ ウ

… 、4η0「ro〃7θo白15-35cm

Zヨoo1η プ乙〃75・ 一20cm

'● ●ノ4ro亡θrプo∂5-15cm

∠oプsθ1θ 乙1rプ∂2-5cm

常20-55mm10-30mmO◎

〃15-35mm3-7mm一 ◎

〃8-15mm5-10mm◎ ◎

〃5-15mm2-5mm一 〇

〃5-10mm2-3mm一 〇

衝

衝

風

風
難

鷺

M

M赤

◇

◇

◇

◇

○

　
ご

タ
リ

む
り

ゐ
り

一

一

葡

3

一

ら0

ら
0

6∠

∩∠

頻

難

難

白

獅

5
-

5ー

ペ

5

5-

V

Ω

∩

Ω

∪

北アジア(中 部以北)
周北極(中 部以北)

周北極(九 州以北)

北太平洋(中 部以北)
周北極(中 部以北)

1

恥
『

1

6.イ ワ ウメ

7.シ ラ タ マ ノキ

8.ア カ モ ノ

9.ク ロ マ メ ノキ

10.エ ゾ ク ロ ウス ゴ ・

∠万aρ θηε1∂

θ∂θ1餉 ブθrプ∂

θ∂σ1肋 ブθrプ∂

幽00ブ ηブα刀1

・・… 吻OCプ ηプα切

2-5cm

10-20cm

10-20cm

5-50cm

30-90cm

〃

/ノ

〃

落
/ノ

5-10mm2-5mmO

15-40mm7-15mm◎

15-35mm7-20mmO

10-25mm4-20mm-

10-40mm8-25mm一

○

○

○
○

U5白1◇

Ω5白2-60*白

∩5白10*赤

∩5淡 紅1-3● 黒

Ω5淡 紅1● 黒

風衝

雪田/荒 原
雪田

風衝/湿 原
亜高山/ハ イマツ

両太平洋(中 部以北)

北太平洋(中 部以北)
日本固有(四 国以北)

周北極(中 部以北)
周北極(中 部以北)

11.イ ワ ッ ッ ジ 吻coプ η1θ切2-5cm〃20-60mm12-50mmO一 ∩5淡 紅1-30赤 亜 高 山/ハ イ マ ツ

12・ウ ラ シ マ ツ ツ ジ … ・・引rc亡oθs2-5cm〃15-50mm5-10mm◎ ◎ Ω5淡 緑2-5● 黒 風 衝

13.エ ゾ ッ ッ ジ 舶ododθ ηびroη5-20cm〃10-40mm10-20mm一 〇V5赤1-3◇ 風 衝

北太平洋(東 北以北)

北太平洋(中 部以北)
両太平洋(東 北以北)

*.ツ ル コ ケ モ モOxyoocoσ3

*.ヒ メ ツ ル コケ モ モ ・…Oxγooooσ3

2-10cm常5-15mm2-7mm◎ ◎ Ψ4淡 紅1-5◇

2-10cm〃2-6mm1-3mm◎ ◎ Ψ4淡 紅1-5◇

原

原

湿

湿

周北極(中 部以北)

周北極(中 部以北)

※*は 、つる性で湿原 にの み存 在(検 索図には含 まれ ていな い)。

※ 属 名 と分 布型は 、清 水(1982)に よる。

※ 葉 ・… 常/落={常:常 緑性 落:落 葉性}光 沢={◎:目 立つ ○=や や目立 っ

※ 花 … ・形状 ・={V:ろ うと形 ∩ ∪:つ りがね形 Ω:つ ぼ形 Ψ:離 弁形}/花 弁数

※ 実 … ・形状={◇:朔 果 ○*:液 果状 にな る朔果 ○●:液 果}

目立 たな い}厚 み={◎:厚 い

数={花 序に つ く花の 数}

○:や や厚 い :薄 い}



1

恥
OQ

l

《II群 の一 覧表 》

種 名 属 名

一 一 一 葉 一 一 一 「一花一「 実

植物高 常/落 長さ 幅 光沢 厚み 形状 色 数 形状 生育地 分布型(国 内分布)

14.イ ワ ヒ ゲ

5.ミ ネ ズ オ ウ

15.ジ ム カデ

16.チ シ マ ツ ガザ ク ラ ・

17.ガ ン コ ウ ラ ン

0∂55プoρ θ2-5cm

∠oブsθ1θ{ノrプ∂2-5cm

ん{∂rrブ〃訊∂ηθ17∂2-5cm

…8ry∂ η〃7{ノs2-5cm

θηρθ亡rσ1η2-5cm

◇
◇
◇
◇
螺

農
U

(hU

り

り

り

一

一

り
乙

つ
Q

T⊥

T
占

白

辮

白

獅

赤

5

臣

5

4

♂

Ω

∪

∩

Ψ

Ω<

一

〇

〇

〇

〇

〇

一

一

一

〇

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

3乞

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

つむ

　
ロ

リむ

　

フ
　

一

刊

一

一

一

i
l

【
U

l
l
つ
Q

4

常

〃

〃

〃

〃

風衝

風衝
風衝

風衝

風衝

北 ア ジア(中 部 以北)

周 北極(中 部以 北)

両 太平洋(中 部 以北)

北 ア ジア(早 池峰 ・北)

北 ア ジア(中 部 以北)

18.エ ゾ ノ ツ ガ ザ ク ラ … ・ρゐγ770dooθ

19.コ ェ ゾ ツ ガザ ク ラ … ・ρんyllodooθ

20.ア オ ノ ツ ガザ ク ラ … ・ρんyllodocθ

10-25cm〃5-12mm1-2mmO-

10-25cm〃5-15mm1-2mmO-

10-30cm〃5-15mm1-2mmO一

Ω5赤4-7◇

Ω5淡 紅4-7◇

Ω5淡 緑4-7◇

田
田

田

雪
雪

雪

周北極(東 北以北)
日本固有(北 海道)

北太平洋(中 部以北)

※ 属名 と分布 型は 、清水(1982)に よ る。

※ 葉 ・… 常/落={常 二常緑 性 落:落 葉性}光 沢={◎=目 立 つ 〇 二や や 目立 つ 一=目 立 た ない}厚 み={◎:厚 い ○=や や厚 い

※ 花 … ・形状={∩U二 つ りがね形 Ω=つ ぼ形 Ψ:離 弁形}/花 弁数 〈 〉:雌 雄異株 数={花 序 につ く花の 数}

※ 実 … ・形状={◇:朔 果 ○●:液 果}

藩
♂∴夢

でキノfナシャクナゲク

鶏
つ クがね形

r幻ケモモク

欝
つぼ:形

でウラシマツツジク

鰯
膨
・

"

G

ノ
'

液 栗

ぐコケモモク.朔粟

`≠バナシャクナゲク

:薄 い}



《III群の一覧表 》

種 名 属 名

_葉 一一_「 一花一 実

植物高 常/落 長さ 幅 光沢厚み 形状 色 数 形状 生育地 分布型(国 内分布)

ー

恥
℃

ー

21.イ ソ ツ ツ ジ ∠θdα切50-150cm

1.キ バ ナ シ ャ クナ ゲ … ・肋ododbηdroη10-30cm

22.ハ クサ ン シ ャ ク ナ ゲ ・・肋ododθ ηdroη90-200cm

23.ハ ナ ヒ リ ノキ ∠θσoo肋oθ50-130cm

24.コ ヨ ウラ ク ツ ツ ジ ・… 〃eηzプθsプ∂90-200cm

常15-50mm4-15mm一 ◎

〃20-55mm10-30mmO◎

〃40-130mm25-45mmO◎

落30-80mm15-50mm◎ ◎

〃30-50mm10-25mm一 〇

動

ッ

原
馴

マ

湿
/

冒
山

山

鰐

無

ノ

亜

◇

◇

◇

◇

◇

多

』
)
多

多

喝

O
Q

り
∠

白
頻
白
嬬
赤

臨

%
翻

周北極(東 北以北)
北アジア(中 部以北)

準固有(四 国以北)
日本固有(近 畿以北)

北太平洋(九 州以北)

25.ミ ヤ マ ホ ッ ッ ジ … … τ戸 ρθ加1θ プ∂

10.エ ゾ ク ロ ウス ゴ ・・

26.ウ ス ノキ

27.オ オ バ ス ノキ

28.ア クシ バ

・… 幽00プ η1α"

レ冶OCプ ηプ{ノ〃

幽00プ η1α1η

吻00プ η1α切

30-50cm

30-90cm

50-100cm

50-100cm

50-100cm

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

1

/

/

/

10-50mm7-20mm

10-40mm8-25mm

20-60mm8-25mm

15-60mm5-30mm

15-50mm5-35mm

○ ○ Ψ3白3-8◇

Ω5淡 紅1● 黒

∩5淡 紅1-30赤

∩5赤2-4● 黒

Ψ4淡 紅10赤

ツ

田

マ鷲

蜘

亜
酩

日本固有(中 部以北)
周北極(中 部以北)

日本固有(九 州以北)

日本固有(四 国以北)
日本固有(中 部以北)

※ 属名 と分布型 は 、清水(1982)に よる。

※ 葉 … ・常/落={常:常 緑 性 落:落 葉性}光 沢={◎:目 立 つ ○=や や 目立 つ

※ 花 ・… 形状='{V:ろ うと形 ∩∪:つ りがね形 Ω=つ ぼ形 Ψ:離 弁形}/花 弁数

※ 実 ・… 形状={◇:朔 果 ○●:液 果}

目立 たな い}厚 み={◎:厚 い

数={花 序 につ く花の数}

○:や や厚 い :薄 い}



A.葉 は細 長 く、

縁 は裏側 に巻 く

＼ 謡 ・

　 ヒ ロ けヤ 　 　 しロ

夢㌔

・裏は平滑

・巾畠にk10mm

以 上

・裏 は粉 を

ふ く

・巾畠1よ7mm

以 下

B.葉 は 長 さ2cm以 下 、

縁 は や や 裏 側 に巻 く

　

薦
1

二　「

!

《

はっきり
と

互生する

謹
・紮: .鱈.、 診

三枚が
輪生する

・

▼

'

●

7

対 生 か

クッション状

2.ヒ メシ ャクナ ゲ

一

・先 も 広 い

・光 沢 あ り

以

3.コ ケモモ

・先 が細 い

・光 沢 な し

ゑ

⑳
4.コ メバ

ツガ ザク ラ

・先 が 細 い

・裏 に巻 く

翫

の

5,ミ ネズオ ウ

・先 が広 い

・裏 に巻 か

な い

骸

留

6.イ ワ ウ メ

1.キ パナ シャクナゲ

一40一



一

C.葉は長さ2cm以上、
ほとんど巻かずに扁平

1群 夢罐1』

高さ20cm

前後の低木

ノ

簾

監.'・悔
稟襟 愚.縛

[驚 鋸歯] [蕪1綱
・毛はあっても

脈上のみ
・地上茎な し

・縁 に 毛 が

生 え る

・地 上 茎 あ り

齢
加
酷

團

8,ア カモ ノ

7.シ ラ タマ ノキ

・丸 く小 型

・縁 は全 縁

・白 つ ぽ い

・卵 型

・基 部 に

鋸 歯

鐘
議
隆

＼

ー
,い

・
.㌔

ゼ
鱒9.・・

費

・
～
三

,～
.
嘉

　論

.ノ
汐

軌誕
麹

篤
鍬

「
9(

娩ア

　,,門

,c

,
畠

・

ゆ

・

d
.

・

・

〆

ゴスウロクゾエ

・岬

亀

鹸
鱒
健

嘱㌧

.・

層

マ噂

㌦

ぬ

ロ

コ

し

コ

ロぐ

ヒ
コト

ロのご

コ

ヨ

コレ

サ

ロヒ

ロ

蒼

猷
』黛

堀

覧織

澱
q,

げ

　も

,・・
"
ー

帆

ヒ
き

" 搭
ゆ
㍗

.
`

'

・招

ρ
.
'

.撚

蛙

魅

ら
ド

.

'

・

■01

9.ク ロ マ メ ノ キ

・大 型 に な る

・や わ らか い

・騨

鋤

》

・・糞1〃

礁

11.イ ワ ツ ツ ジ

・脈 が 目 立 っ

・光 沢 あ り

13.エ ゾ ツ ツ ジ

12.ウ ラ シマツ ツジ

一41一



鰍

§ §ミ
《

暢

萎

婁

総ノ
翼
鰍

膠

..篇
函
巡

・噸

レ

弱
國
礁
醇
輔一

織
齢

幽'
・ 咽亀'

"島
・三ヤ

.謬

5蜷ii
.

…:・∵華

,㌔

"
ご

・

護

ゆ
　

ほ
コ

殴

∴

畦

.

,

α

黛

.

馳

舗

謄

..

'

喝

・臨
イ
鷺

開

多妬

【

野
顯

齢
.撚

耀
磨

4

…

脚

脚

擁

菱
誉

.

づ壽

磐

.
婚

懇

1偽

〃ン夢
1ヴ～

酎

・}ご ・'孤ツ 《 ・・h
,9●.・..

講

轍

1塞と一 き顎
色

ギ

'多1ノ

磯覇 灘欝 も麟 騰麗拶
陶 君1・・鷲 蔓・

碧1諜欝 勝灘 藁は巻さ込む

騎1.キ パ ナ シ ャ ク ナ ゲ鍵6

色 ヵ寸遣 く

燕 灘 多
謎謬隷鍔1欝:1幅

いコも 　 し ゐ

灘 灘 下2一 繍

鵯.1>濃 弁がζ.茎.葉とも
轟 薩,'馨 撃'毛 ㎡ 多o .

懲i糠

.」 半 分 に 哲 淑5感'σ.

.9>

'

!9〃.8,夕

13.エ ゾ ツ ツ ジ

,輸 、瞭,鞭

.8短 ～'1.累
・:冨 嘉●… …或

巳 ・鯵 謡

ニヒ ぢなき

ゐ　 ノぞり

禽%1署

馨1吻.6.!8

・℃

ノ＼

る ゆ

鰹1'

.",騎 、`ノ

・ 三1'♂

灘 灘

ム∫,り,,

愈 轟 婆15・ ・

,.レ1蕪 ・・'

●h
L .

璽
,ご

多'

鮨

撫 獅 一ガク脚 ・

講 欝》 葉魚 踊.

磯懸 霧4欄
謡幣畷騒

コメノぐというより
"麦 葉"

4.コ メ パ ツ ガ ザ ク ラ

しも

ノ7クが ●方℃くうんZ"

実 に蕊.

'繋
,

編.1・ 剛

メ.、.劔 ・鍮 懸lil潅i

l欝 餓鱒3:鷲lll
'

・ 灘 鱒

潤.'靴 ・iセ●

鶴7疹 盤 にサ。メチールの勾 、、。

7.シ ラ タ マ ノ キ

.1』 ρ1

.紮1轟 繋
・鐵:・1 ・蒔

.ダ 璽'

遍鴛 撫 撫
ノ妓 博2年 自以 上 力ぐ赤.〔).

!969.723

5.ミ ネ ズ オ ウ
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一 一 一
こ

る

煎

り

し

d
薄

薪

飢

＼

艶〆

対生で
離れてつ く

奔

ピン ク

〆

くも製

羨一
・長 さ5mm以 下

・裏側 に巻 く

・色 は 淡緑 色

† ㌃

「十
白色

謬

ピン ク

婁

赤色

嚢
花

上醐

艶

隅

夢
膿
†

長
扁
色

{
色
い
毛

赤
長
有

穐

ピンク
丸い
無毛

「
ム
ー

一
い
毛

リ

丸
無

「
ク
ー

il
14.イ ワ ヒ ゲ5,ミ ネ ズ オ ウ15。 ジ ム カ デ 17.ガ ン コ ウ ラ ン

16.チ シマツガザ クラ

19.コ エ ゾ

ツ ガ ザ ク ラ

18.エ ゾノ

ツガザクラ
20.ア オ ノ
ツガザ クラ

∬群 '無

ロ

饗
1コ 『ず㌧ つ1ナる.

15.ジ ム カ デ

♂

紅 色のがく

瓢蹴

難
ご紹

蟻
蝿

な
形

編

歓

エ

フ

欝
灘 　噸
心

z
蟻

ノ伽97 .

まとまっZつ く.

「針 葉 櫛 の よう,

19.コ エ ゾ ツ ガ ザ ク ラ

一43一



一
A.葉 の 縁 は裏 に巻 く

]暁
る

.難剰
が[ ['裏轡 色で]

・基 部 は くさび形

Ψ
・長 さ は5cm以 下

・花 は ク リーム色

・基 部 は浅 心 形

・柄 が は っ き り

して い る

Ψ
:瀦劉

一
・葉 は厚 み があ る

・凹 ん だ葉 脈 が

目立 つ

・花 は 一列 につ く

21.イ ソ ツ ツ ジ

1.キ パナシャクナゲ

22.ハ クサ ンシャクナゲ

23.ハ ナ ヒ リ ノ キ

※ エ ゾ ウラ ジ ロハ ナ ヒ リノキは 、

表 面 光 沢 な く、裏 は 白色 。

一44一



一
B.葉の縁は巻かないで扁平

・葉はうす く、光沢 がな い
π7群

・柄 が あ り 、

難 の方がく繧》 一
・全 縁

:雛懇 籔、《i∋7

・毛 が あ る
・掌状 につ く

・～ヨ…・w

磯

矧轡
略
魯

偽
い壷

・無 毛

・互生 す る

磁

花

実

歯鋸ワ
し

か

岡

形

「家
立
口
、

斜

基

丸

ゆ畿
o黒

「
り
些

こ

.

詞

.

'

・

罵'・雛

爵

掃

誓

停

.嵐

、

職

■∴

∵

.

'口
.
.

津
窟

"臨
シ
ゆ
ゲ.,

.
聡
ダ
蓼

ゼ
'

.

'
牽
富

㌔
.・h.
,随

〆

・

、.
よ
、

.

鍾
ア

・ご
".}

～f

㌔
駄

き

・墜

.

・上 部 に鋸 歯

・細 長 く、先 は とが る

・基 部 円形

Ψ
・細 長 い

5

動 助

の 煮

1

,礁

鷺

禦
・雛

・基部 くさび

Ψ

・太 目

・赤み が あ る

孟
賑
穏

24.コ ヨ ウ ラ ク26・ ウ ス ノ キ

ッ ッ ジ25.ミ ヤ マ10、 エ ゾ ク ロ ウス ゴホ ツ ツ ジ

命 熊

◎ 黒

諜

キ

,

ノ

27.オ オ バ ス ノキ

・基部円形

Ψ

・太 い
・枝 は無 毛

島

点

A
甲

φ

ー.・、
「之

/
9

,
6

'
畠

4
`

鍛

霧
難

鯵

鶏

羅

漁
騰
隆
28.ア ク シ バ
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